韓国の将棋（チャンギ）（JANG－GI）

将棋板（碁盤の裏）とコマ
縦線９本、横線１０本だが、若干横長の板

コマは正８角形で、16×2＝32枚。コマは線と線の交点に置く。

宮城：　田の字に、左上から右下、右上から左下に線を入れる。

漢（赤（楷書）のコマ）　VS　楚　（青（草書）のコマ）

初期配置
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歩・歩・歩・歩・歩　　　　歩（「兵」と書く（赤）・「卒」と書く（青））

・包・・・・・包・

・・・・王・・・・　　　　王（「漢」と書く（赤）・「楚」と書く（青））：宮城のど真ん中

車＃＃士・士％％車　　　　（＃＃に　馬と象　各１）（％％に　馬と象　各１）

コマの動き
王将（漢・楚）　：宮城内のみを線に沿って一つずつ

士（さむらい）　：宮城内のみを線に沿って一つずつ

歩（兵・卒）：上・左・右に一つずつ（宮城に居れば、線に沿って、斜め上にも）

車：上下左右（どこまでも）直進（宮城に居れば、線に沿って、斜めにも）

馬：いわゆる八方桂馬　　　　　（但し、経路にコマが在るとダメ）

象：馬より一つ斜め先までいける（但し、経路にコマが在るとダメ）

（だから、馬や象による王手は、経路にコマをはさんで、防ぐ事もできる。）
包（大砲の事）：上下左右直進（宮城に居れば、線に沿って、斜めにも）。但し、必ず経路でコマを一つのみ飛び越す事（味方でも敵のコマでも良いが、包を飛び越す事はできない）。包で包を取る事はできない。・・・飛び越すコマの事を「あし」と言う。

（だから、包による王手は、間にあるコマをどかすか、間にもう一つコマをはさんで、防ぐ事もできる。）
試合開始　漢側が、象馬の位置を決め、次に楚側が象馬の位置を決め、楚側からスタート。

試合　パスできる。取ったコマは使えない。相手の王将を取れば勝ち。王手のとき「将軍( jang-gun )」と言う。回避できたら「meong-gun」と言う。
試合終了
１．王将が取られた場合

２．同じ手順が、３連続した場合（千日手）

３．王と王が、間にコマをはさまずに、縦一直線に向かい合った時、次の番の者が、この状況を回避できないか、回避する意思がない（パス）場合。
４．双方が合意した場合
２から４の場合、板上のコマの点数と後手のアドヴァンテージ1点半を合計して勝敗を決める。

（車13点、包7点、馬5点、象3点、士3点、兵卒2点）

アドヴァイス　役立つのは、車・馬・包。但し、包が動くためには「あし」の確保が要る。象は、敵陣の穴あけに使えるくらい。

最初は歩を横に動かし車の道を開ける（歩同士は、隣接させると助け合える）。そして馬を前に出して包の「あし」とし、包を王将の前に移動させ大砲として攻めと守りに役立てる。

王は下げ、士は上げて宮城の守りを固める。

参考　インターネットの検索ソフトで、韓国将棋、朝鮮将棋、チャンギ　などに当たる。

実践　将棋板は紙（一つ作ればコピーで行ける）とセロテープで作り、コマは適当なものを見つけ、赤青マジックでつくる。（将棋班が作る。将棋班の者が下ごしらえし、後は授業中に皆で作る手もある。）
最初は、将棋班の者が、練習試合の指導員を務める。次にリーグ戦を行う。

問題１　「項羽と劉邦」と三国時代は関係ない事を論ぜよ。

問題2　韓国将棋と日本将棋はどう違うか。世界の将棋や西洋のチェスとの関係は。
問題３　将棋板が無限に広がっているとする。孤独な1頭の馬は全ての目を回りつくせるか。孤独な１頭の象は全ての目を回りつくせるか。
